
　
永
山
氏
は
１
９
１
８（
大
正
７
）
年
、
釧

路
土
木
出
張
所
長
に
な
り
、
以
後
12
年
間
に

わ
た
り
、
道
東
地
区
の
開
発
の
た
め
数
多
く

の
道
路
新
設
・
改
良
に
尽
力
し
ま
す
。
中
で

も
国
道
２
４
１
号
、
本
町
と
阿
寒
湖
畔
を
結

ぶ
約
40
㌔
の
阿
寒
横
断
道
路
開
削
工
事
は
大

変
な
難
工
事
で
し
た
が
、
１
９
３
０（
昭
和

５
）
年
、
見
事
に
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

横
断
道
路
の
完
成
を
受
け
、
１
９
３
４

（
昭
和
９
）
年
に
は
阿
寒
国
立
公
園
に
指
定

さ
れ
る
な
ど
、
道
東
観
光
発
展
の
基
礎
を
築

く
上
で
、
永
山
氏
が
果
た
し
た
功
績
は
と
て

も
大
き
な
も
の
で
し
た
。
地
域
の
人
々
は
後

に
、
こ
の
道
路
を「
永
山
道
路
」、
永
山
氏
を

「
阿
寒
国
立
公
園
の
父
」
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
縁
で
１
９
８
３（
昭
和
58
）
年
、
本

町
と
東
市
来
町（
当
時
）
と
の
姉
妹
町
盟
約

が
結
ば
れ
、
４
町
合
併
に
よ
り
同
町
が
日
置

市
と
な
っ
た
２
０
０
５
年
以
降
も
、
姉
妹
都

市
盟
約
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

両
町
の
交
流
に
大
き
く
貢
献

観
光
の
第
一
人
者
・
種
市
氏

姉
妹
都
市
盟
約
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

は
永
山
在
兼
氏
で
す
が
、
そ
の
経
緯
を
語
る

上
で
欠
か
せ
な
い
方
が
本
町
に
い
ま
し
た
。

初
代
弟
子
屈
図

書
館
長
で
あ
っ

た
、
故
種た

ね

市い
ち

佐さ

改か
い

氏（
写
真
）
で

す
。

　
種
市
氏
は
１
９
２
３（
大
正
12
）
年
、
釧

路
市
出
身
。
14
歳
で
国
鉄（
現
Ｊ
Ｒ
）
に
入

庁
し
、
旅
客
・
観
光
を
担
当
し
て
き
ま
し

た
。
１
９
６
０（
昭
和
35
）
年
、
東
北
海
道

観
光
連
絡
協
議
会
に
参
画
、「
タ
ン
チ
ョ
ウ
」

「
流
氷
」「
白
鳥
」
の「
三
白
観
光
」
を
提
唱

す
る
な
ど
、
後
に
観
光
の
第
一
人
者
と
し
て

知
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
１
９
７
４（
昭
和
49
）

年
か
ら
釧
路
観
光
連
盟
事
務
局
長
、

１
９
８
５（
昭
和
60
）
年
か
ら
釧
路
圏
摩
周

観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
資
料
室
長
、
１
９
８
９

（
平
成
元
）
年
か
ら
は
弟
子
屈
図
書
館
長
を

務
め
、
１
９
９
１（
平
成
３
）
年
に
67
歳
で

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
種
市
氏
は
、
釧
路
観
光
連
盟
事
務
局
長
就

任
時
に「
阿
寒
国
立
公
園
40
周
年
記
念
誌
」

の
編
集
に
携
わ
り
、
阿
寒
国
立
公
園
指
定
に

大
き
く
貢
献
し
た
阿
寒
横
断
道
路
と
永
山
氏

に
つ
い
て
調
べ
始
め
ま
す
。
調
査
を
進
め
る

中
で
、
永
山
氏
の
故
郷
・
東
市
来
町
と
連
絡

を
取
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
と

な
っ
て
１
９
７
９（
昭
和
54
）
年
、
鹿
児
島

県
の
地
元
紙
・
南
日
本
新
聞
で
永
山
氏
の
道

東
道
路
開
発
の
業
績
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
経
て
、
本
町
が
東
市
来
町
と
の

交
流
を
正
式
に
希
望
し
、
本
格
的
な
両
町
の

や
り
取
り
が
始
ま
り
ま
す
。
翌
１
９
８
０

（
昭
和
55
）
年
、
阿
寒
国
立
公
園
広
域
観
光

協
議
会
が
、

別
地
区
に「
永
山
在
兼
顕
彰

の
碑
」
を
建
立
。
永
山
氏
の
ご
家
族
や
東
市

来
町
長
、
同
町
議
会
議
長
出
席
の
も
と
、
除

幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
０
３

（
平
成
15
）
年
に
は
、
20
周
年
記
念
に
合
わ

せ
て
鹿
児
島
県
日
置
郡
東
市
来
町
長
里
に
も

「
永
山
在
兼
顕
彰
の
碑
」
を
建
立
し
、
德
永

町
長
や
下
茂
東
市
来
町
長
、
永
山
氏
の
ご
家

族
な
ど
が
出
席
、
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
重
ね
て

理
解
と
友
好
を
深
め
た
日
々

こ
う
し
て
、
本
町
が
東
市
来
町
と
姉
妹
町

盟
約
を
結
ん
だ
の
が
１
９
８
３（
昭
和
58
）

年
。
10
月
に
は
本
町
で
、
11
月
に
は
東
市
来

町
で
そ
れ
ぞ
れ
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
代
表
的
な
も
の
で
は
、
１
９
９
０

（
平
成
２
）
年
か
ら
始
ま
っ
た
中
学
生
交
流

事
業
は
２
年
お
き
に
行
わ
れ
て
お
り
、
本
町

の
中
学
生
が
日
置
市（
旧
東
市
来
町
）
を
、

日
置
市
の
中
学
生
が
本
町
を
訪
れ
、
文
化
や

風
土
の
違
い
を
感
じ
な
が
ら
、
相
互
理
解
を

深
め
て
い
ま
す
。
現
在
の
鹿
児
島
県
日
置
市

　
永
山
由
高
市
長
も
25
年
前
に
中
学
生
交
流

事
業
に
よ
り
来
町
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

当時の阿寒横断道路

昭和55年建立　弟子屈町

平成15年建立　東市来町
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姉妹都市盟約締結40周年

鹿児島県日置市との鹿児島県日置市との
交流40年交流40年

本
町
の
姉
妹
都
市
・
鹿
児
島
県
日
置
市

は
、
１
９
８
３（
昭
和
58
）
年
に
旧
東
市
来

町
と
の
姉
妹
都
市
盟
約
を
締
結
し
、
今
年
で

40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
令
和
元

年
を
最
後
に
止
ま
っ
て
い
た
人
の
交
流
が
40

周
年
を
迎
え
た
今
年
か
ら
再
開
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た

こ
れ
ま
で
の
40
年
の
歩
み
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

恵
ま
れ
た
自
然
資
源
の
中
で

歴
史
を
刻
ん
で
き
た
日
置
市

　
日
置
市
は
鹿
児
島
県
の
薩
摩
半
島
中
央
部

に
位
置
す
る
市
で
す
。
２
０
０
５（
平
成
17
）

年
５
月
１
日
に
、
日
置
郡
の
４
町
、
伊
集
院

町
、
東
市
来
町
、
日
吉
町
、
吹
上
町
が
合
併

し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　
人
口
お
よ
そ
４
・
７
万
人
。
県
庁
所
在
地

の
鹿
児
島
市
と
隣
接
し
、
同
市
の
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
と
し
て
も
発
展
し
て
い
ま
す
。
平
均
気

温
約
17
℃
と
い
う
温
暖
な
気
候
で
、
特
産
品

は
お
茶
や
和
牛
、
焼
酎
な
ど
。
ま
た
東
シ
ナ

海
に
面
し
て
お
り
、
天
然
塩
や
ち
り
め
ん

じ
ゃ
こ
の
生
産
も
盛
ん
で
す
。

　
薩
摩
焼
の
歴
史
と
も
深
い
関
わ
り
が
あ
る

地
域
で
、
現
在
で
も
旧
東
市
来
町
美
山
地
区

な
ど
に
窯
元
が
開
か
れ
、
陶
器
の
ま
ち
と
し

て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

永
山
氏
の
功
績
が
き
っ
か
け

１
千
８
０
０
㌔
を
超
え
た
絆

　
弟
子
屈
町
と
日

置
市
の
距
離
は
直

線
で
１
千
８
０
０

㌔
。
北
海
道
と
九

州
、
遠
く
離
れ
た

こ
の
２
つ
の
町
と
市
が
姉
妹
都
市
と
な
る

き
っ
か
け
は
、
同
市（
旧
東
市
来
町
）
出
身

の
故
永な

が

山や
ま

在あ
り

兼か
ね

氏（
写
真
）
の
存
在
で
し
た
。

　
永
山
氏
は
１
８
８
９（
明
治
22
）
年
、
鹿

児
島
県
東
市
来
町（
現
日
置
市
）
出
身
。
東

京
帝
国
大
学（
現
東
京
大
学
）
土
木
工
学
科

を
卒
業
し
、
１
９
１
５（
大
正
４
）
年
に
北

海
道
庁
に
入
庁
し
ま
す
。
遠
く
北
海
道
を
目

指
し
た
の
は
、
同
郷
の
先
輩
・
吉
利
智
宏
氏

が
北
海
道
開
拓
に
尽
く
し
た
こ
と
を
知
っ
て

感
銘
を
受
け
、
自
分
も
北
海
道
開
拓
に
尽
く

す
こ
と
を
決
意
し
た
か
ら
と
い
い
ま
す
。

日置市

弟子屈町
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式
典
の
後
は

交
流
会
が
行
わ

れ
、
ひ
お
き
武

将
隊
の
甲
冑
着

付
け
体
験
や
参

加
者
全
員
で
弟

子
屈
音
頭
を
踊

る
な
ど
、
大
い

に
盛
り
上
が

り
、
和
や
か
な

ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
40
周

年
を
記
念
し
た

物
産
交
流
展

が
、
９
月
２
日

に
本
町
で
、
11

月
４
日
に
は
日

置
市
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
日

置
市
か
ら
は
黒

毛
和
牛
や
さ
つ

ま
あ
げ
、
サ
ツ

マ
イ
モ
、
ち
り

め
ん
じ
ゃ
こ
な

ど
の
特
産
品
が
、
本
町
か
ら
は
い
も
だ
ん
ご

や
摩
周
湖
限
定
の
摩
周
霧
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
、
牛
乳
、
乳
製
品
、
じ
ゃ
が
い
も
に
加
え

て
摩
周
そ
ば
の
試
食
会
を
行
う
な
ど
、
多
く

の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
２
０
２
４（
令
和
６
）
年

の
阿
寒
摩
周
国
立
公
園
指
定
90
周
年
に
合
わ

せ
た
鹿
児
島
県
日
置
市
市
民
ツ
ア
ー
の
開

催
、
そ
の
翌
年
２
０
２
５（
令
和
７
）
年
に

は
弟
子
屈
町
町
民
ツ
ア
ー
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
学
生
交
流
事
業
や
物

産
交
流
な
ど
を
継
続
し
、
変
わ
ら
ぬ
友
好
交

流
に
よ
り
次
の
50
周
年
に
向
か
っ
て
相
互
の

発
展
を
目
指
し
ま
す
。

ひおき武将隊甲冑着付け体験

北海道弟子屈町物産展（江口蓬莱館）

弟子屈音頭

鹿児島県日置市物産展（JA摩周湖）

姉妹都市盟約締結40周年によせて（式典のしおりより）

鹿島県日置市長  永 山 由 高 北海道弟子屈町長  德 永 哲 雄

　昭和の初め、故永山在兼氏が北
海道道東地区の開発に尽力され、
中でも国道241号線の阿寒湖から
弟子屈町を結ぶ約 40キロの阿寒
横断道路開削の難工事を完成さ

せ、後に阿寒国立公園の指定や道東観光発展の基礎を
築くことに寄与されたというご縁で、昭和58年に旧東
市来町と姉妹町盟約を締結させていただきました。平
成17年に日置市に合併後も盟約を継承し、無事に40周
年の節目の年を迎えることができ、大変うれしく思い
ます。私自身、25年前に東市来中学校の生徒として交
流事業に参加し、遠く離れた北海道に友人ができると
同時に、この日本の南北の長さを肌で感じたことが、自
分の価値観形成に大きな影響を与えています。
　この40年間は中学生交流事業に始まり、両市町の特
産品販売など、様々な分野での交流を通じて、繋がりを
深めることができたと感じております。
　40周年の節目をむかえ、徳永哲雄町長様をはじめ、関
係各位に敬意を表し心から厚く御礼申し上げますとと
もに、弟子屈町のこれからの益々のご発展をご祈念申
し上げ、姉妹都市盟約40周年によせる言葉とさせてい
ただきます。

　昭和58年に旧東市来町と姉
妹町盟約を締結、平成17年に日
置市となられてからも姉妹都
市盟約を継承し、本年40周年を
迎えました。故永山在兼氏が弟

子屈町から西に走る阿寒への道をつないだご縁か
ら、日本の南北に暮らす私たちのご縁へとつながり
ましたことに改めて感銘を受けますとともに、これ
までの姉妹都市交流に深く感謝を申し上げます。
　この40年の間、中学生による交流事業、それぞれの
特産品の販売交流事業などを進め、平成27年には「摩
周和牛」という、日置市からお譲りいただきました黒
毛和牛から本町の新たな特産品を創出することがで
きました。また、永山市長におかれましては、中学生
時代に交流事業で来町されており、姉妹都市関係の
絆が芽吹かれたような気がいたします。
　40周年の節目に当たり、永山由高市長様をはじめ、
関係各位に敬意を表するとともに、日置市並びに市
民の皆様の益々のご繁栄をご祈念申し上げ、姉妹都
市盟約40周年記念の言葉とさせていただきます。
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ま
た
近
年
は
、
互
い
の
ま
ち
を
行
き
来
し

て
の
物
産
交
流
も
実
施
。
さ
ら
に
平
成
25
年

５
月
に
は
、
鹿
児
島
県
畜
産
共
進
会
で
グ
ラ

ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た
繁
殖
用
肉
牛

「
か
ね
は
る
」
を
は
じ
め
、
現
在
ま
で
に
３

頭
の
和
牛
が
日
置
市
か
ら
本
町
に
贈
ら
れ
る

な
ど
、
畜
産
業
で
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
姉
妹
町
盟
約
締
結
10
周
年
を
迎
え
た

１
９
９
３（
平
成
５
）
年
に
は
東
市
来
町

で
、
20
周
年
を
迎
え
た
２
０
０
３（
平
成
15
）

年
に
は
本
町
で
、
そ
れ
ぞ
れ
記
念
式
典
が
行

わ
れ
、
友
好
を
確
か
め
合
い
な
が
ら
、
相
互

の
発
展
を
誓
い
ま
し
た
。
２
０
０
５（
平
成

17
）
年
に
は
、
東
市
来
町
が
周
辺
３
町
と
の

合
併
に
よ
り
日
置
市
と
な
り
、
姉
妹
都
市
盟

約
継
承
締
結
式
が
日
置
市
で
行
わ
れ
、
こ
れ

ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
交
流
を
確
認
。
30
周
年
を

迎
え
た
２
０
１
３（
平
成
25
）
年
に
は
、
本

町
で
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
そ
し
て
今
年
、

姉
妹
都
市
盟
約
締
結
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

40
周
年
記
念
式
典

今
後
も
変
わ
ら
ぬ
友
好
誓
う

本
町
と
日
置
市
と
の
姉
妹
都
市
盟
約
締
結

40
周
年
記
念
式
典
が
11
月
４
日
、
鹿
児
島
県

日
置
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
、
德

永
町
長
を
は
じ
め
と
し
た
弟
子
屈
町
訪
問

団
、
日
置
市
の
永
山
市
長
や
同
市
議
会
の
並

松
安
文
議
長
な
ど
約
80
人
が
出
席
し
、
節
目

を
祝
い
ま
し
た
。
記
念
品
の
交
換
で
は
、
本

町
か
ら
は
本
町
在
住
の
写
真
家
　
水
越
武
氏

が
撮
影
し
た「
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ（
摩
周
岳
）、

摩
周
カ
ル
デ
ラ
の
外
輪
山
の
写
真
」
が
、
日

置
市
か
ら
は
同
市
美
山
地
区
の
ガ
ラ
ス
工
房

ウ
ェ
ル
ハ
ン
ズ
井
出
江
里
子
氏
に
よ
る

「
レ
ー
ス
ガ
ラ
ス
の
器
」
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
釧
路
湿
原
・
阿
寒
・
摩
周
シ
ー

ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ（
桐
木
茂
雄
ル
ー
ト
代

表
）
で
は
、
永
山
在
兼
氏
の
偉
業
を
再
認
識

す
る
た
め
に
阿
寒
横
断
道
路
の
環
境
整
備
や

永
山
峠
の
標
柱
設
置
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
そ
の
一
環
と
し
て『
永
山
在
兼
物
語
〜

道
路
づ
く
り
に
人
生
を
捧
げ
た「
阿
寒
国
立

公
園
の
父
」
〜
』
と『
永
山
在
兼
〜
大
自
然

を
車
で
旅
す
る
時
代
へ
　
観
光
と
道
路
を
結

び
付
け
た
先
駆
者
〜
』
の
２
冊
の
郷
土
学
習

副
読
本
を
刊
行
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
２

冊
を
監
修
し
た
永
山
在
兼
氏
の
お
孫
さ
ん
　

田
中
み
ど
り
氏
も
出
席
し
、
両
市
町
へ
そ
れ

ぞ
れ
１
０
０
部
ず
つ
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

▶
弟
子
屈
町
か
ら
日
置
市
へ

　「カ
ム
イ
ヌ
プ
リ（
摩
周
岳
）、摩
周
カ
ル
デ
ラ
の
外
輪
山
の
写
真
」

◀
日
置
市
か
ら
弟
子
屈
町
へ「
レ
ー
ス
ガ
ラ
ス
の
器
」

令和５年８月　中学生交流事業

永山在兼
～大自然を車で旅する時代へ
観光と道路を結び付けた先駆者～

永山在兼物語
～道路づくりに人生を捧げた
「阿寒国立公園の父」～

平成25年　日置市から贈られた繁殖用肉牛
「かねはる」とその子「喜金春」
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